
徳
島
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
」
の
下
に
「
又
は
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
一
条
」
を
、「
前
項
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」

を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
す
る
と
き
は
、
同
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
希
望
し
、
か
つ
」
を
「
希
望
す
る
も
の
の
う
ち
」
に
、「
認
め
ら
れ
る
も
の
」
を
「
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
者
及
び
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
暴
力
団
員
で
な
い
者
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
中
「
具
備
す
る
者
」
の
下
に
「
で
、
そ
の
者
及
び
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
も
の
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法
に
規
定
す
る
居
住
制
限
者
に
つ
い
て
県
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
の
特
例
を
設
け
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の

条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
十
三
号

徳
島
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

初
校

第
四
十
三
号

徳
島
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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